近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
18.１9クール日報（４月１日～４月７日）
	報告日
天気
	４月6 日（土）
晴れ
（気温：4～17°）
	報告者
	兵庫県社協　新屋
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ18クール：小島、山口、仲川、長三、宗重、池辺、田畠、長谷部、野口、福田、安並
　　　19クール:廣瀬、波多、仲河、寺西、山口、植村、大西、柴本、仲谷、岸本、桒野、新屋
　※関東ブロック6名(静岡県)

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:30 ボランティア受付
8:45 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:30 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
12:40 本部で活動者報告受付（順次対応）
15:45 ボランティア見送り
　　　明日のマッチング（オリテ準備）
	<本部以外の動き>
仮仮置場
七尾美術館　初日


	
	17:00 終礼
17:30 現調締め作業、残務整理
19:45 活動終了

	報告事項

	
●VCの状況　V127名（テント村99名、県V23名、運転5名）
　現地調査43件（うち一般41件、技術系2件、キャンセル0件）24人体制
　ニーズ対応17件（うち完了15件、継続2件）
　ニーズ残465件（キントーン数値）

●マッチング担当
[bookmark: _GoBack]・活動中、近隣住民宅の枝を軽トラが折ったとの連絡あり。住民宅に市社協職員が訪問し、大事には至っていないが、大小に関わらず事故があった場合は必ず本部に連絡してもらうよう徹底を。連絡があった際には、ボランティアの賠償保険の加入先について確認すること。

●受付・資材担当
・ボランティア5人が受付であぶれ、1名待機いただくこととなったため、午前は道具の手入れ、午後はボラセンとトイレの掃除をお願いした。
・ビブス100枚追加発注。20クール中に到着予定。現在の使用枚数等の総数を確認（使用:F53、ＸＸＬ22、洗濯:F17、ＸＸＬ22）

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター4名、近ブロ5名、丸亀3名、京都市4名、市社協1名、関ブロ3名の5班構成で実施。⇒19クールから近ブロは現地と電話対応の役割を分けて効率化を図ったため、電話台数の追加希望があったが、引継ぎ等もあったため様子を見る。

●仮仮置き場担当
・41名 　仮置き場の待ち時間ゼロ


	今後の主な予定
	・テント村を運営する総社市長が4/7Ｖ活動に参加予定。ケーブルテレビが同行取材するため、マッチング班が協力いたただける活動先(1軒)を調整した。テント村は5月末までの予定。
・4/7よりニーズがあまり上がってきていない能登島町でポスティングを開始。関東ブロックに協力を仰ぐ。

	調整課題・所感等
	・Vセン車両駐車場の変更に伴い、車両を移動。（車両駐車エリアの図面を作成し、運転ドライバーに徹底していく）
・運転手と助手役のボランティアにはペアで行動してもらうことを徹底(バディコムの使用・返却の円滑化)
・関東ブロックが初めての七尾市入りになるため前日に災ボラを訪問されたとのこと。今後の対応について要確認。

	その他
	・19クールの近ブロリーダーについては、兵庫県社協・新屋が務めることとなった。
・災ボラ内での感染症予防対策の徹底について注意喚起があった。




